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茶（ネパール）の風味の特徴

教育　加藤みゆき　大妻女大家政　岡本順子　大森正司

紅茶の産地は，インド，スリランカ，中国が三大産地として昔から知られている。

　また風味の特徴として、ダージリン、アッサム、セイロン、キーモンの四種が香りの代

表とされ、水色では、セイロン紅茶が鮮紅色を呈し、いわゆる黄金環を形成している。

近年日本においても三大産地以外にケニア、インドネシア等からの輸入も増えている。

先にインドネシアのセレベス紅茶を用いて実験しその風味の特徴を明らかとした。　今回

は、イラム紅茶（ネパール〉の風味の特徴を明らかとする目的で実験を行い知見を得たの

で報告する。

［方法］1989年にネパールで入手した紅茶を試料として用いた。　　紅茶3 gを熱湯200 ml

で３分抽出し官能検査を行った。　　香気としては、S D E 法により香気成分を得、G C ，

ＧＣ－ＭＳにより成分を同定し、定量した。　　色素成分としては、鳥井の方法によるポリ

フェノールの定量、溶媒分画法によるテアルビジン画分等の分析、およびＨＰＬＣによる

紅茶テアフラビン類の定量を行った。　呈味成分としては、ＨＰＬＣによるアミノ酸の定

量を行った。

［結果］官能検査の結果、水色は上級紅茶では濃厚で鮮紅色、下級紅茶では透明感があっ

た。　　また、上級下級紅茶ともに青い香りを有し、茶がらの色にも青みが存在していた。

　水色の分析の結果、上級紅茶は下級紅茶より比色値において高い値を示し、ポリフェノ

ール含量も下級紅茶より多く認められた。　　また、アミノ酸含量としては上級紅茶にアス

パラギン酸、フェニールアラニンが比較的多く存在することが認められた。
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ラットの鉄欠乏性貧血に及ぼす

　ｍ販緑茶の直接摂取の影響
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　【目的】　紅茶のタンニンが鉄の吸収を阻害することは、ヒトを含む動物実験等から実証され報告されている。　緑
茶を飲用した場合については、小数例ではあるが鉄欠乏性患者に対する鉄剤の効果に悪影響はないとの報告がある。

しかし、紅茶での研究結果から緑茶タンニン悪玉論が推定され、貧血の解消には緑茶の摂取をひかえるように言われ

ることが多々ある。著者らは、市販緑茶の直接摂取について種々検討し報告1)2)を続けているか、上記のようなこと
から、緑茶の直接摂取が鉄の利用性に対してどのような影響を与えるかについても検討することとした。

　今回は、鉄欠乏性貧血のモデルラットを用いて、その回復時に及ぼす緑茶直接摂取の影響を検討した。　検討にあた

っては、緑茶の他に鉄の吸収阻害が実証されている紅茶についても直接摂取させて比較した。

　【方法】　３週令のウイスター系雄ラット2 0 匹を、A I N －7 6を基本とした鉄欠乏飼料で３週間飼育して鉄欠
乏性貧血のモデルラットとした。　体重差のないように５匹づつの４群に分け、１群（貧血ラット群）については直ち

に解剖、心臓採血、血液性状の測定を行い、貧血状態の基礎データを得た。　他の３群は、対照群、緑茶群、紅茶群と
した。　飼料には鉄を1. 8ig/100g （クェン酸第２鉄を使用）含むように調製し、緑茶群および紅茶群は対照群のセルロ
ースと緑茶粉末および紅茶粉末を2 g/lOOg置き換えた飼料とした。試験飼育は２週間とし、飼料および水（lOM Ω以

上の超純水）は自由摂取とした。　飼育後解剖し、心臓採血後、各種臓器重量の測定も行った。血液性状の測定は、ヘ

マトクリット(H t )、ヘモグロビン(H b )、血清鉄（F e ）、総鉄結合能(T I B C ）、不飽和鉄結合能（U I B C )、血
清鉄飽和指数(Sat）、また、ヘモグロビン･体重積増加量（△H b B w ＝最終H b

X最終体重一貧血ラット群のH b
平均値×試験飼育開始体重）を求めた。

　【結果】　最終体重、増加体重、飼料摂取量、飼料効率には３群間でまったく差は認められなかった。　臓器（心臓、

肝臓、牌臓、腎臓、精巣）もまったく差は認められなかった。　H tは、対照群28. 6土1. 3、緑茶群28. 8士2. 4、紅茶群

25. 6±1. 7であり、紅茶群が有意（eく0. 05)に他の２群より低かった。H bは、同じく8. 4土1. 3、　8. 1士0. 9、6. 7±

0. 4でヽやはり紅茶群が有意（eく0. 05）に低かった。　A H b B wは、同じく1448土277、1376土334、1004±150であり、

先の２項目と同様紅茶群のみに有意差（eく0. 06）が認められた。　F e、T I B C, U I B C、Satには差が認めら
れなかった。

　以上の結果から緑茶の直接摂取は、
考えられた。
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飲用とするのと同様に貧血の回復に紅茶のような悪影響はなく、問題はないと
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